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沖縄県立博物館・美術館、
日本トランスオーシャン航空株式会社
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①プログラム企画概要

重点項目と強化点

企画の目的

実現したい目標

研究能力評価

５つの力に基づいた授業

第一段階
選抜

1. 探究心, 実行力, 技能 2. 意欲, 関心, 実績
3. 知識, 理解力, 読解力 4. 発想力, 論理的思考力, 表現力

自己研究
推進プラン

多様性を活かす未来のイノベーター育成

個に応じた
研究展開

とんがり
研究(シニア)メンター

(シニア)メンター

各種コンテスト
実績保有者・入賞者

優秀者学校教員推薦

特に高い意欲・才能
を持つ生徒・児童

一般応募

意欲・関心があり探究能
力・実行力を有する者

旺盛な科学的探究心 科学的問題解決力

研究実践力 豊かなコニュニケーション力

自己学習能力

第二段階
選抜

１
．

２
．

３
．

４
．

５
．

40名

80名

10名

これまでの取り組み

●Society 5.0 時代に効果的な教育プログラムの開発

●開発された手法・成果等を広く社会に発信する

●コンソーシアムを強化し，産業界を含めた様々な
リソースを効果的に活用した地域連携型の
人的・機関的ネットワークの構築

●卓越した意欲や能力を持つ児童・生徒を発掘し、 

受講生の潜在能力を最大限に育成する

基盤的能力を育成する
教育プログラム

メンター等のサポートを
通して潜在能力を引き出す

個々に応じた
教育・研究プログラム

●開発した教育プログラムの効果検証

国際科学技術コンテストでの活躍
学会での研究発表、論文発表等

●受講生→ 

●新たな地域共創人材育成コンソーシアムの構築

●基礎・応用・実例を幅広く学ぶ教育プログラムの改善

●自分の行いたいこと具現化する「自己研究推進プラン」

「第二期琉大ハカセ塾」

●分野横断的・応用研究の内容が不十分

●地域コンソーシアムの構築

●教育・研究プログラムの開発



②プログラムの立ち上げ状況（補足資料①）

〇 選抜方法〇 募集告知

（２）小論文
知識・読解力・発想力・
論理的思考力・表現力

（１）書類審査
意欲・関心・探究能力
・実行力・実績

（３）研究計画書
コミュニケーション・想像力
独創力・好奇心の強さ

〇 募集および選抜実績
・全国を対象
・応募人数目標：８０名程度

⇒応募実績 ：５６名
・ 選 抜 人 数 : ４０名程度

⇒応募実績 ：４１名※
※すべて県内生（離島者なし）

〇 選抜スケジュール
募集期間 ： ４/２５～６/１７
（５/31の締め切りを延長）
選抜審査 ： ～７/２７
合格発表 ： ８/ １
開講式  ： ８/２１

・ 大学HPに掲載

・ 教育委員会と連携

・ 募集チラシの学校等への配布

・ 修了生同窓会への広報協力

・ 科学イベントブース出展

・ SNS 等



[16]メンターの活動について 募集チラシ



学長

グローバル教育支援機構
（機構長：教育担当理事・副学長）

科学教育事業支援専門委員会

女
子
中
高
生
の
理
系
進
路
選
択

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
運
営
委
員
会

グ
ロ
ー
バ
ル
サ
イ
エ
ン
ス

キ
ャ
ン
パ
ス
運
営
委
員
会

ジ
ュ
ニ
ア
ド
ク
タ
ー
育
成
塾

運
営
委
員
会

琉球大学イノベーションイニシアティブ：URI2

研究推進機構
機構長：企画研究担当理事・副学長

地域連携推進機構
機構長：地域貢献・国際交流・広報

理事・副学長

次世代人材育成専門部会
(STEAM教育研究センター設置準備会)

琉
球
リ
ケ
ジ
ョ

運
営
委
員
会

琉
大
カ
ガ
ク
院

運
営
委
員
会

琉
大
ハ
カ
セ
塾

運
営
委
員
会

令和４年度
より移行

③実施体制の構築状況(JST３事業)

【課 題】
研究費調達の多様化

・プロジェクト推進経費
・沖縄県21世紀プラン
・クラウドファンディング

などを活用予定

・URI2プロジェクト
「次世代人材育成プロジェクト」に組み込み

・琉球大学 中期将来ビジョンに組み込み
・STEAM教育研究センター（仮称）の設立を計画

学長

連絡協議会 連絡協議会 連絡協議会

次世代人材育成連絡協議会



・沖縄科学技術大学院大学

・株式会社国際システム

・有限会社共栄コントロールズ

・学校法人角川ドワンゴ学園

・株式会社roku you ・株式会社ラフィネット

・ Hwa Chong Institution（シンガポール）
・ Dixie State University（米国）

協力機関

琉球大学 【次世代人材育成事務局】 次世代人材育成連絡協議会

連携機関

沖縄美ら海水族館

おきなわ郷土村

海洋文化館プラネタリウム

熱帯・亜熱帯都市緑化植物園
熱帯ドリームセンター

首里城公園

総合研究センター

参画組織

一般財団法人
沖縄美ら島財団

・沖縄県教育委員会

・沖縄県立博物館・美術館

・日本トランスオーシャン航空株式会社

・一般財団法人沖縄美ら島財団

・株式会社FROGS ・株式会社Alpaca.Lab

地元ベンチャー

参画機関がより多彩に

広域教育機関

海外教育機関

メンター
【大学(院)生１５名程度】

③実施体制の構築状況(琉大ハカセ塾)実施責任者： 琉球大学学長【西田 睦】

琉大ハカセ塾運営委員会

地域連携推進機構－次世代人材育成専門部会

琉球大学の研究者等

第一段階講師：10名程度
第二段階指導教員：15名程度

・学部，大学院 ・研究推進機構
戦略的研究プロジェクトセンター
熱帯生物圏研究センター
島嶼防災研究センター
研究基盤センター
大学博物館（風樹館） など

●理系分野研究者：対象者約200名

琉大ハカセ塾協力研究者

次世代人材育成事務局 地域連携推進課

実施機関

受講生シニアメンター

依
頼

協
力

助言・評価助言・評価

実施主担当者：
【地域連携推進機構長（理事・副学長）】

実施担当者：
【理学部 教授】・【理学部 准教授】
【教育学部 教授】・【教育学部 准教授】
【教育学研究科 教授】

人
材
提
供

講座提供



[16]メンターの活動について

● 指導体制とメンターの役割

⚫ ファシリテーター、ディスカッション相手
⚫ 身近な研究者の卵としての経験の語り部
⚫ 子どもの見取りと記録

第一段階プログラム

④指導内容・指導方法

メンター研修（２回程度／年）

・メンターの手引き

・効果的な問いかけ

・指導方法の検討

・倫理的責任

・安全指導の研修

⚫ メンター研修の内容

文献情報をPCで調べる受講生とメンター

メンターの受講生の関りの様子

シニアメンター

メンター

メンター

メンター



第一段階教育プログラム（８月～翌２月を予定） ⑤第一段階育成プログラム

A ◆ 科学とは何か？科学者とは何をする人？  【3回】
・ディスカッション「科学とは何か、科学者とは何をする人？」
・研究発表会（沖縄科学技術教育シンポジウム等）の見学

B ◆ 科学とはどの様な学問か（科学の歴史と役割）    【10回】
・高校レベル以上の自然科学（物化生地），および
応用科学（工学・データサイエンス等）の知識を幅広く学ぶ

C ◆ 数学的問題解決の特徴とその意義・役割  【4回】
・数学者の視点や現実の世界と数学の世界の往還的な学習

D ◆ 科学と調査（化学を題材にした探究学習） 【3回】
・関連資料の比較、実験、演習、議論を行うSTEAM型探究学習

E ◆ 科学者の責任ある行動とは（研究倫理） 【1回】
・科学者の社会的役割と責任および個々の
ケーススタディの議論など，研究倫理の学習

F ◆自己研究推進プラン（研究計画の具体化と改善）【6回】
・自己のやりたい研究の具体化に必要なことを受講生個々が
自由に学び，計画改善を行う「個別最適な学び」を通した能力育成

G ◆ 先端分野の研究紹介 【16回】（予定含む）
・最先端研究の研究者や連携機関の研究者の講演
・イノベーションを実現するベンチャー企業等の研究者の講演

（アントレプレナーシップ教育を含む）

H ◆ 修了生との交流 【1回】（予定含む）
・SHH校や大学に進学した修了生の講演等

必修プログラム 60分／講義(計26回（予定）)

選択プログラム 60～90分／講義

受講生の個別事情・社会状況等に
応じてオンラインでも実施

（eラーニングシステムも活用）

F

AB
C

D

E
G H

STEAM
「社会の中において自己の行い
たい活動や願いを明確に認識
し、それを社会の中で具体的に
表現すること」

自己の研究計画内容を具体化
および改善し、他者に表現する

ベンチャー企業創業者による
アントレプレナーシップ教育



[16]メンターの活動について自己研究推進プラン（研究の具体化・デザイン）

問題発見・解決能力の育成や、論理立
てて主張をまとめることを通して、自
分の想像する心豊かな生活や社会的な
価値を具体化・デザインしていく



〇 受講生数： ９名（新規５名、継続４名）
〇 受講生は琉球大学等の研究室に配属。
〇 研究室の一員として，「研究室」という
環境に身を置き，研究を肌で学ぶ。

〇 教員が指導者、大学院生がメンターと
して支援。

〇 月２回程度、研究室にて活動。
〇 オンラインミーティングツールなどを
活用して活動支援。

〇 中間発表会、研究成果の
発表会を軸として研究支援を行う。
（PDCAサイクルを早く多く回す）

時期に応じて、科学の甲子園ジュニア・科学作品展・科学オリンピック等へ参加や出展や、
個々の受講生の将来のキャリア形成についてもアドバイスする。

シニアメンター

受講生

研究者

メンター
（大学院生）

研究室

指導

支援

活動プログラム
作成

「研究室環境」のなかで，周囲
の無機的・有機的・人的環境
からから影響を受け続ける．

（実施側は与え続ける）

＜発表・受賞実績（一部抜粋）＞

・沖縄科学技術教育シンポジウム 奨励賞（３名）
・第62回沖縄県児童・生徒科学賞作品展 最優秀賞
・日本エネルギー学会100周年記念懸賞論文

中学・高校生部門 最優秀賞
・ジュニアドクター育成塾/

サイエンスカンファレンス2022 特別賞
・日本エネルギー学会 西部支部
第６回学生・若手研究発表会 ポスター発表 優秀賞

●年間スケジュール概要

３～４月 ： 研究計画立案・打ち合わせ
５～６月 ： 調査活動・実験作業
７～８月 ： データ分析・OASES発表
９～12月 ： 各々，研究活動・発表活動
１～２月 ： 活動報告会・振り返り

県内で理系的研究を行う
中高生の研究発表・交流の場

⑥第二段階育成プログラム（前年度に二次選抜した受講生）

大学自己資金で実施



① 基礎情報
② 選抜試験記録
③ 意欲・関心アンケート
④ 各講義の振り返りシート
⑤ e-learningにおける学習記録
⑥ 活動業績記録
⑦ 研究計画書Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ
⑧ 研究ノート
⑨ その他記録

二
次

選
抜
試
験

二次選抜時における
研究計画書評価の例

ルーブリックにて評価

一部をオンライン化

⑦受講生の評価
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(5) 研究プロジェクト

助成等獲得

(4) (2・3)に含まれない

研究発表

(3) 国内学会等におけ

る研究発表

(2) 学会等における外

国語による研究発表

(1) 外国語による学術

論文発表

図．高校生以上の修了生の学術活動成果実績件数

▶ 修了生追跡調査
(2021年12月把握分まで)

・追跡率55.3％(94名/170名)

・SSH校および高等専門学校 

  SSH校進学件数   11件(23.9％)

  高等専門学校進学件数 ３件(  6.5％)

・大学(3名/4名) 
  琉球大学 ２件
  九州大学 １件

▶ GSCへの接続

応 募 率 ： 24.2 ％（30／124名） 

第一段階合格率： 88.7 ％（26／30名）
第二段階合格率： 81.8 ％（18／22名）

・追跡調査の実施体制の構築（OB／OG会）
・継続的な追跡調査⇒本事業の効果検証

今年度は追跡調査
未実施。
今後進める

⑧修了生の活躍状況の把握

(2022年11月時点)




